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１ヶ月（T2）・術後１〜２年(T3)の X線 CTデータを利用し、SimPlant® O&O（マテリアライズデンタル
ジャパン）により X線 CT画像の三次元分析を行った。基準点、基準平面、評価項目を設定し、角度計
測、距離計測を行った。解析方法は、得られた計測値で T1、T2、T3の平均値、標準偏差値を算出し、
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 結果の要旨       
 



















を設定する際、計測点として信頼性が低いと考えたことから、Mx の代わりとして U6TC、Go の代わりと
して L6TC を基準点として使用した。３）三次元画像上で計測点を直接プロットすると、MPR 画像上でも
プロットした位置でのスライス画像が表示されるため連動していると考えられる。４）T2 と T3 の変化量
が高値を示し、T2 と T3 での間に有意差が認められた場合、後戻りが大きい。すなわち安定性が得られな
かったと評価した。５）三次元画像上で Me をオトガイ部外形の最下点に直接プロットした上で、MPR 画
像上でも Me の位置の狂いの有無を確認した等、概ね妥当な回答が得られた。 
また、本文における英文表現、図表、文献記載についても多くの指摘があり、適切な加筆・修正が行わ
れた。以上の結果から本研究で得られた知見は、今後の歯学の進歩、発展に寄与するところであり、学位
授与に値すると判定した。 
